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総来所者数：10,６32,８５４人
（令和８年７月末現在）

10月号さわやかだより

「障害者の学び」研修会 11/25開催

〒277-0882 千葉県柏市柏の葉４丁目３番１号

電話：04(7140)8600（代表） FAX：04(7140)8601

市町村行政職員や公民館等の社会教育施設職員等を対象
とする学校卒業後の障害者の学び研修会を開催することで、
「学校卒業後における障害者の学びの支援事業」の成果や
課題を共有し、県内に障害者の学びの場の普及を図るため
に開催します。

【日時】11月2５日(水)
【会場】さわやかちば県民プラザ 3階 大研修室
【内容】基調講演、事業報告、事例発表、情報交換会など
【対象】市町村生涯学習・社会教育・福祉担当課職員、

公民館等の社会教育施設職員、福祉作業所職員、県内特別支援学校教職員等
【定員】60名程度
【申込方法】当所ホームページよりWeb申込
【申込締切】11月１８日（水）

基 調 講 演
･テーマ

障害者の生涯学習と社会教育
施設の役割（仮）

･講 師
神戸大学大学院
人間発達環境学研究科
教 授 津田 英二 氏

県内の社会教育施設や大学、団体が行っている「生涯学習

講座・事業」の中から、「他のモデルとなる優れた取組」や「特色

ある地道な取組」に焦点を当て、その一粒の輝きを「ちば講座ア

ワード」として表彰しています。

令和８年度の「受賞候補講座・事業」を募集しています！

本アワードをきっかけに、生涯学習講座・事業の周知や成果の

見える化につながりますので、 是非ご応募ください。

スケジュール

応募締切：令和８年１０月１日（木）

５～１０月
  募 集

１１月
  審 査

１２月
 結果通知

 １月
  表彰式

ちば
講座アワード

第８回

「ちば講座アワード」
として表彰！

講座等の周知と
輝きにつながる！

活動の成果を
可視化できる！

地域で実施している
生涯学習講座・事業

ちばりす
生涯学習のイメージキャラクター

「マナビィ」

問合せ・応募先：さわやかちば県民プラザ 事業振興課
TEL：04-7140-8611 FAX：04-7140-8601
メール：plaza_jigyou@mz.pref.chiba.lg.jp

応募方法はこちら →
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１０月の予定

母校を応援したい！地域の学校を応援したい！「千葉県県立学校チャレンジ応援基金」はあなたからの寄付をお待ちしております。

「千葉県県立学校チャレンジ応援基金」検索

3(土)・柏おもちゃ病院
10(土)・ちばアカデミア講座３(地球を使って宇宙を探る)
11(日)・Let’ｓ do it!!
15(木)・ちば学びサポーター養成講座(千葉県総合教育センター）
17(土)・鉄道模型運転会(～18(日)まで)
25(日)・さわやか青年教室(音楽・芸術)

※各事業の詳細は、当所ホームページでご確認ください。

ホール情報 

★柏マジッククラブ 発表会
【主 催】柏マジッククラブ
【日 時】３日(土)～４日(日)

開場13:00～開演13:30～
 終演16:00

【入場料】無料（チケットは要予約）
【問合せ】090-9395-2803

ちばアカデミア講座１  7/11開催 

親子ものづくり教室
7/25・8/18開催

さわやか青年教室
(ヨガ・料理)7/19開催

今回は、国立環境研究所 気候変動適応センター長 
肱岡 靖明氏を講師にお招きしました。
地球温暖化による世界の気候変動について、詳細な

データを基にご講演いただきました。また、気候変動
対策については、これまでのカーボンニュートラルを
前提とした考え方に加え、「適応」に重点を置くこと
の重要性を、多くの具体例を交えながら分かりやすく
説明していただきました。
参加者の皆様も最新の知見を得ることができ、地球

温暖化について生活を見直す有意義な機会となりまし
た。

講座の様子

今回は、１～３班が料理教室、４～６班がヨガ教室に分
かれ、それぞれの講座を実施しました。
料理教室では、一般社団法人日本糀文化協会代表理事の大
瀬由生子氏を講師に迎え「親子丼」作りに取り組みました。
ヨガ教室では、講師のハンディキャップヨガ関東の山崎

礼子氏、伊東祐子氏のご指導のもと、ストレッチやヨガな
どいろいろな動きを体験しながら、心地よく体を動かしま
した。今回学んだことを、今後の生活にも生かしていける
と良いですね！

生涯学習や文化芸術活動に親しんでもらうことを目
的に、夏休みに親子でものづくりの素晴らしさや楽し
さを味わう場として教室を開催しています。

【それぞれの講座での様子】

【６年生】陶芸は思ったより細か
いことに意識しているのだと思っ
た。楽しかった。
【保護者】普段体験できない体
験を親子でさせていただき、とて
も良い機会となった。

【参加親子の感想】
【当日の様子】


	スライド 1
	スライド 2

